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高校生ボランティアリレー
　4 月 25 日に「鳥取県高等学校青少年赤十字第１回生徒代表者会議」を行いました。

県内 6 校、9 名の生徒が参加し、昨年の活動報告と今年度の活動方針について話し合いました。特に、

5 月末に行われる交歓研修会の内容は、生徒主体となって案を出し合い、素晴らしいものに仕上がり

ました。

　今年は新型コロナウイルスの影響で、本来参加予定であった高校も参加できなくなってしまいまし

たが、集まった高校の生徒は、どの生徒もこれからの青少年赤十字の発展を考える、素晴らしい生徒

たちです。より多くの方々に青少年赤十字の存在、そして活動を知ってもらいたいです。

鳥取県高等学校青少年赤十字（ＪＲＣ）部

米子東高等学校　渡邉　空
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２
０
２
２
年
度
　
丸
紅
基
金
社
会
福
祉
助
成
金

　
助
成
金
総
額
は
１
億
円
を
目
処
と
し
、
50
件
以
上
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
助
成
申
込
金
額
は
限
定
し
ま
せ
ん
が
、
１
件
当
り
の
助
成
金
額
は
、
２
０
０
万
円
を
上
限
と
し

ま
す
。

■
助
成
の
対
象

　
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
福
祉
事
業
（
福
祉
施
設
の
運
営
、
福
祉
活
動
な
ど
）
を
行
う
民
間
の
団

体
が
企
画
す
る
事
業
案
件
で
、
次
の
条
件
を
具
備
す
る
も
の
を
対
象
と
す
る
。

　
１
．
申
込
者
（
実
施
主
体
）
は
、
原
則
と
し
て
非
営
利
の
法
人
で
あ
る
こ
と
。（
た
だ
し
、
法

人
で
な
い
場
合
で
も
、
３
年
以
上
の
継
続
的
な
活
動
実
績
が
あ
り
、
組
織
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
は
対
象
と
す
る
）

　
２
．
明
確
な
目
的
を
持
ち
、
実
施
主
体
、
内
容
、
期
間
を
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

　
３
．
助
成
決
定
か
ら
１
年
以
内
に
実
施
が
完
了
す
る
予
定
の
も
の
で
あ
る
こ
と
（
２
０
２
２
年

12
月
か
ら
２
０
２
３
年
11
月
末
の
１
年
間
で
、
申
込
案
件
が
実
施
・
完
了
さ
れ
る
事
業
が
対
象
）

　
４
．
家
賃
・
光
熱
費
・
人
件
費
等
、
一
般
経
費
の
補
填
で
な
い
こ
と
。

　
５
．
申
込
案
件
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
公
的
補
助
が
見
込
め
な
い
こ
と
、
ま
た
他
の
民
間

機
関
か
ら
の
助
成
と
重
複
し
な
い
こ
と
。

■
選
考
基
準

　
１
．
先
駆
的
・
開
拓
的
な
事
業
案
件
で
あ
っ
て
、
社
会
福
祉
の
充
実
・
向
上
に
波
及
効
果
が
期

待
さ
れ
る
も
の
を
優
先
し
ま
す
。

　
２
．
緊
急
性
が
高
い
も
の
を
優
先
し
ま
す
。

　
３
．
社
会
福
祉
事
業
に
従
事
す
る
人
々
の
環
境
改
善
・
向
上
に
役
立
つ
も
の
を
優
先
し
ま
す
。

　
４
．
直
近
３
年
度
以
内
に
当
基
金
の
助
成
を
受
け
て
い
る
団
体
か
ら
の
申
込
は
、
優
先
度
が
低

く
な
り
ま
す
。

■
申
請
書
類
及
び
添
付
書
類
（
必
須
）

　
申
請
書
類
関
係
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
※
記
載
要
領
・
コ
ー
ド
表
に
従
い
、
様
式
Ａ
ま
た
は
様
式
Ｂ
の
ど
ち
ら
か
を
提
出
の
こ
と
。

　
　
案
件
が
ま
た
が
る
場
合
は
様
式
Ｂ
を
ご
選
択
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
６
月
30
日
消
印
の
も
の
ま
で
有
効

■
助
成
の
決
定
・
通
知

　
助
成
先
、
金
額
は
、
選
考
委
員
会
に
て
選
考
の
上
、
理
事
会
に
諮
り
決
定
し
ま
す
。
採
否
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
10
月
下
旬
に
お
申
込
み
団
体
全
て
の
代
表
者
宛
て
に
郵
送
に
て
通
知
し
ま
す
。

■
問
合
わ
せ
・
書
類
に
送
付
先

　
社
会
福
祉
法
人
　
丸
紅
基
金

　
〒
１
０
０
‐
８
０
８
８
　
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
４
番
２
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
‐
３
２
８
２
‐
７
５
９
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐
３
２
８
２
‐
９
５
４
１

VOLUNTEERによる福祉のまちづくり

ぼらんてぃあ情報６・７６・７月号月号
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う ご き

３月

◆23日…米子市地域福祉計画・地域福祉活動計画推進員会 

　　　　オンライン（中村）

◆24日…米子市地域防災計画 打合せ（中村）、

　　　　会計監査（川端、辻、若月）

４月

◆21日…総会（16団体）

と
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
機
に
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
み
な
さ
ん
の
お
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
、
で
き
る
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

要
約
筆
記
の
会
「
虹
」　
小
島
　
知
子

　「
虹
」
に
入
会
し
て
11
年
に
な
り
ま
す
。

福
祉
の
つ
ど
い
は
、
サ
ー
ク
ル
の
先
輩
方
に

お
任
せ
状
態
で
し
た
。

　
会
長
を
は
じ
め
、
協
議
会
の
皆
様
に
ご
指

導
い
た
だ
き
な
が
ら
務
め
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

要
約
筆
記
の
会
「
虹
」　
内
藤 

伸
江

　

令
和
４
年
度
の
総
会
の
ご
報
告

　
４
月
21
日
（
木
）、
令
和
４
年
度
の
総
会

を
行
い
、
18
団
体
中
、
16
団
体
に
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
主

催
事
業
・
協
力
事
業
と
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
米

子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
作

成
し
て
い
る
『
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
情
報
』
は
計

画
通
り
に
発
行
、
役
員
会
は
３
回
行
い
ま
し

た
。

　
令
和
４
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
号
で
も
ご
報
告
し
ま
し
た
よ
う
に
、「
米

子
市
福
祉
の
つ
ど
い
～
１
０
０
０
人
ウ
ォ
ー

ク
～
」
に
代
わ
る
新
事
業
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
行

動
規
制
な
し
と
な
り
、
全
国
的
に
活
気
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
脅
威
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
等
に
気
を
付
け
な
が
ら
、

各
団
体
が
協
力
し
合
っ
て
準
備
を
進
め
、
ご

参
加
い
た
だ
く
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

新
事
業
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
事
業
当
日
だ
け
で
は
な
く
、
事
前
の
各
団

体
で
の
話
し
合
い
や
準
備
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、

ま
た
緊
急
時
に
助
け
合
え
る
関
係
作
り
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
根
本
で

あ
る
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
、
そ
れ
ら
の

こ
と
を
通
じ
て
、
協
議
会
が
さ
ら
に
成
長
・

発
展
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改
正
の
時
期
で
も

あ
り
、
新
た
な
方
に
役
員
及
び
、「
福
祉
の

つ
ど
い
」
事
務
局
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

会
長
　
中
村
　
富
士
子

　
新
規
担
当
の
ご
紹
介

　
今
年
度
か
ら
情
報
誌
編
集
局
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
米
子

市
に
転
居
し
て
き
て
１
年
が
経
ち
、
よ
う
や

く
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
聴
覚
障
害
が
あ
り
、
み
な
さ
ん
の
お

話
を
聞
い
て
全
て
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い

で
す
。
音
声
情
報
を
色
々
な
方
法
で
得
な
が

ら
、
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
開
催
さ
れ
た
総
会
で
は
、
要
約
筆
記

と
い
う
情
報
保
障
を
手
配
し
て
も
ら
い
出
席

し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
新
し
い
人
間
関
係
を
作
る
こ

３月 16 日～５月 15 日

　季節はどんな時もめぐります。太

陽の陽射し、空に浮かぶ雲、ほおを

撫でる風、そして道々に咲く花も季

節を知らせてくれます。鳥や虫の声

を聞く事が難しくなってから、記憶

の中にある音を思い出しながら散歩

しています。マスク着用、人との距

離を保つ、必要以上の接触は避ける

など、人との関わり方に色々な制約

がある生活でも、人はみな、何らか

の形で誰かの力を借りて毎日を過ご

しています。誰にも気づかれないよ

うな小さな事でも、日々を穏やかに、

心配なく明日を迎えられることに感

謝したいですね。道を譲り合う時に

交わす小さな会釈とマスク越しの笑

顔で心がほぐれるように。

（小島　知子）

めぐる季節

小さな発見、日々折々 (１)
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あかり広場『お弁当デリバリー承ります！』

　当事業所レストラン『オ・ティアーノ』にてワンコイン（500 円）

弁当の注文を承っております。栄養士が考えた日替わり弁当を職場等

までお届けします。その他、丼物やシェフ特性カレーなどすべて 500

円にて提供！また、ご予算に応じたお弁当にも対応させて頂きます。

合わせて、焼き立てパンの注文販売や出張販売も致しておりますので、

お気軽にお問合せください。

　お弁当の注文；（月）～（金）2日前までに注文。（遠方の場合は、応相談）

　パン注文販売；（火）～（土）

【問合わせ】あかり工房　米子市皆生温泉 2‐2‐8　TEL21‐0655

新規個人登録
新規団体登録
依頼（要請・お願い）
相談（助言・情報提供）
コーディネート

（うち活動団体 /3 団体、個人 /6 人）
※米子市ボランティアセンターを通して行われた
　データです。
個人登録　362 人
団体登録　86 団体（2,806 人）

ボランティアデータ
3 月 1 日～ 4 月 30 日

 2 人
 0 団体
 4 件
25 件
 9 件

イチオシ
商品！私　た　ち　の　作　業　所

令和４年度　レクリエーション講座
　コロナ禍でも、地域活動やサロン活動で活用できるレクリエーションをご
紹介します！
　皆さんのご参加をお待ちしています。
　※新型コロナウイルス感染症の状況により、開催を中止とする場合もあります。
■対象
　市内に在住・在学・在勤で、地域活動にご興味のある方は、どなたでもご
　参加いただけます。
■申込締切
　定員になり次第締め切ります。※お一人様２講座まで申込可能
■問合わせ・申込み先
　米子市ボランティアセンター（休館日：水曜）
　TEL23‐5455　FAX37‐3855
　※手話通訳・要約筆記が必要な方は申込時にお伝えください。

日にち 時間 内容／講師 定員 場所

７/ ４( 月 )

10:00
～

11:30

『チェアヨガや歌リズム・歌体操をやってみよう！』
　【講師】みのかや運動処よらいや
　NESTA パーソナルフィットネストレーナー　大島雅子さん

30 人

米子市公会堂集会室９/12( 月 ) 『脳トレで、脳も心も活性化！』　
　【講師】福祉レク・ネットワーク鳥取　代表　玉木純一さん 50 人

11/7( 月 )
『チェアヨガや歌リズム・歌体操をやってみよう！』
　【講師】みのかや運動処よらいや
　NESTA パーソナルフィットネストレーナー　大島雅子さん

30 人

１/16( 月 ) 『工作～身近なもので作ってみよう！遊んでみよう！～』
　【講師】おもちゃ工房　とんぼ舎　伊達孝禮さん 20 人 ふれあいの里２階
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ミルク
ミルク

　
３
年
振
り
の
行
動
制
限
の
な
い

Ｇ
Ｗ
と
な
り
、
県
内
外
様
々
な
場

所
に
出
掛
け
ら
れ
た
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
好
き

な
沖
縄
に
も
随
分
行
け
て
な
い
私

…
い
つ
に
な
っ
た
ら
行
け
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
沖
縄
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
、
行
っ
た
気
分
に

な
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
。
こ
れ

は
こ
れ
で
楽
し
め
ま
す
よ
！（

あ
り
）

　第40回を迎える今大会、鉄人たちの熱いレース・感動を一緒に体感し、応援
しませんか。
　たくさんのご参加をお待ちしております。
■日　時　　【競技前日（開会式等）】　　7月16日（土）12：00 ～ 18：00
　　　　　　【競技当日】　　　 　　　　　  17日（日）   5：00 ～ 21：00
　　　　　　【競技翌日（表彰式等）】　　　 18日（月）   8：30 ～ 12：00
■参加条件　各競技のお世話をしていただける高校生以上の方。
　　　　　　　※保護者同伴でしたら、中学生以下の方もご参加いただけます。
　　　　　　　※個人として、また団体（グループ）としてご参加いただけます。
■内　容　　【大会】
　　　　　　・エイドステーション・給水所での選手のお世話
　　　　　　・競技のコース上での選手の安全誘導
　　　　　　・選手受付、記録、フィニッシュの補助　ほか
　　　　　　【開会式・閉会式】
　　　　　　・開会式・閉会式の準備と補助
　　　　　　・駐車場の誘導　ほか
■説明会日時／場所
　　　　　　【日時】個人 7/5（火）19：00 ～／ 団体 7/7（木）19：00 ～
　　　　　　【会場】米子市観光センター（米子市皆生温泉3-1-1）
■応募方法　【締切】6月18日（土）
　　　　　　【方法】申込用紙記入提出及びweb上に応募フォーム設置
■支給品等　・スタッフTシャツ（M・L・LLのみ）と作業時間帯によっては弁当・
　　　　　　  飲み物を用意いたします。
■問合わせ　全日本トライアスロン皆生大会事務局
　　　　　　米子市皆生温泉3-18-3　米子市皆生市民プール2F
　　　　　　TEL 34‐2819　　FAX 21‐1075
　　　　　　大会公式ホームページ　http://www.kaike-triathlon.com/

　ボランティア活動の心構えと手話を学び、ボランティアへの理解と関心を深
めてみませんか。（年度５回開催予定です）

■対　象
　市内に在住・在学・在勤で、ボランティア活動にご興味のある方
　※新型コロナウイルス感染症の状況により、開催を中止とする場合もあります。
■問合わせ・申込み先
　米子市ボランティアセンター（休館日：水曜）
　TEL23‐5455　FAX37‐3855
　※手話通訳・要約筆記が必要な方は申込時にお伝えください。

第40回 全日本トライアスロン皆生大会
ボランティア大募集

令和４年度　第１回ボランティア入門講座

6月・7月休館日

開所時間　８：30 ～ 17：15

※水曜日が祝日の場合は開館し、
　翌日が休館日となります。

1 日、8 日、15 日、22 日、29 日

6 日、13 日、20 日、27 日

【６月】

【７月】

編
集
後
記

日にち 時間 内容／講師 定員 場所

８/ ５
( 金 )

10:00
～

11:30

■『ボランティア活動とは』
　  【講師】米子市ボランティアセンター職員
■『ボランティア体験』
　 ・手話を学ぼう！～手話サークルの紹介～
　 【講師】西部手話サークル連絡協議会会員

18 人 ふれあいの里
2 階


